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＜連絡事項＞
・小倉Drの診察日の変更があり、5/10から4/26(木)へ変更となります。成田　富士子様が対象となっていますので、事前情報の準備等忘れずに行っていきましょう。

＜患者様連絡事項＞
・我満　奈津紀様～本日10:00から自宅へ外泊に行かれています。22日17:00帰院予定です。24日に外泊中や帰院後の様子を踏まえて退院日を検討することになっています。

・佐々木　淳様～本日母様より外泊希望の電話があり、14:00に自宅へ行かれています。22日15:00帰院予定です。

・小笠原　文人様～本日兄様が面会に来られ、必要書類へサイン頂いています。また、小遣い11800円受け取り、現金は自己管理、鍵は詰所管理としています。

・畠山　文男様～本日移山寮留目様来院され、本人様とスタッフで昨日の青山荘体験利用について面談行っています。体験利用の際、指導を聞き入れなかったことについてイライラしたと話しており、「青山荘へは行きたくないな。」と話されています。話を聞きながらボールペンをカチカチと鳴らしたり、足をブラブラさせて聞く、下を向いて話を聞いたりと聞き入れは出来ていない様子。兄様が青山荘への入所を希望している事再度説明すると、入所について了承されています。留目様より青山荘スタッフへ体験利用を再開できるよう働きかけていくとの事です。

＜要注目患者様＞
・五日市　規様～治験薬ジプラシドンカプセル８０㎎から１２０㎎に増量中です。
　　　　　　　　昨日は1日を通し、粗暴的な行動や妄想発言、表情の硬さはなく経過し、
夜間の睡眠も確保できています。
引き続き、精神症状や行動の観察を行い、怪我のない様介入し、また、清潔面での介入をしていきましょう。

・飯田　修子様～昨日、外泊に行かれていますが、「家に行ったら布団が無いって言われて
母と喧嘩した」という事で、17：00に帰院しています。以後、気分高揚さが見られ、叫ぶ様に放歌する事や、何度も自宅へ電話し怒鳴り声を出す事、特定患者様に「おめー、○○（他病棟の患者様）と話してんじゃねーよ！」と口調荒げる事が続き、希望にてレボトミン(50)1T内服しています。トラブルなく経過し、夜間良眠経過。本日も気分高揚さあり、大声での放歌や要求を叫ぶ、自己中心的な発言多く聞かれ都度介入要しています。引きき続き、気分高揚の程度や易怒性、興奮の有無や程度の観察を行い、他者トラブルのないよう介入していきましょう。

　　　　　　　　　
・小笠原　文人様～準夜帯で、他者に不機嫌そうに話し掛けている事があり、早口、発音不明瞭で内容は聞き取れず、スタッフカウンターにコップを叩きつけ、水をまき散らす事があります。スタッフの問いかけには答えず、時間を置き、「この辺がワーワーとなって…」と耳に手を当てて訴える事があります。早朝覚醒も見られており、軽躁状態で経過しています。引き続き、気分高揚の程度や易怒性、興奮の有無や程度、睡眠、行動の観察を行い、他者トラブルのないよう介入していきましょう。

＜環境整備状況報告＞
・気温が高くなってきたため窓を開けている時間が長くなっており、ほこりや花粉が入ってきています。こまめに掃除をしていきましょう。
・今月の月間目標は窓掃除となっています。時間を見つけて実施していきましょう。また、年度末のため、細かい部分の掃除も行っていきましょう。

＜受け持ち患者様支援検討＞
・三浦　久司様～入所判定会議が行われ、現在判定結果待ちです。

・千葉　光広様～東北産業の借金返済や昨年12月～今年3月までの入院費滞納分の支払いを済ませています。今後は、退院先について検討していきます。

＜事故の振り返り（1か月後）＞
内容：3/29(木)9：20飯田　修子様の3/31(土)朝食後薬が服薬ボード(本人管理)から無くなっているのをリーダースタッフが発見。8：45頃に服薬担当スタッフがラウンドした時には服薬ボードに入っていたのを確認しています。
スタッフ2名で本人のベッド周辺を捜索するが発見できず、その後も洗面所のごみ箱の中や建物外も捜索するが発見できず。
原因→・本人は前日夕方に興奮・易怒的な状態、当日朝は眠気が強い状態であったことから注意散漫であったと考えられます。薬包を思いがけない場所に置く・薬包を持参したままトイレに行ってその時に流してしまった等の可能性あり。
　　　・本人が他患者様に粗暴行為や暴言を吐いていた事や、30分の間に無くなった事から、他患者様が隠した可能性も考えられる。
[bookmark: _GoBack]対策→・現在、服薬ボードは本人管理としているが、管理の問題はなく経過している。
　　　・スタッフの服薬確認の方法等、薬の管理に関する意識が変化していると思われる。
　　　・病状の不安定さや衝動的な行動を事前に把握し、早期の段階でスタッフ管理とする事等、対策が取られていると思われる。
